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　食生活改善推進協議会では、男性を対象に料理教室を実施します。今回は、「コロナ禍の元気もりもり弁
当」を作ります。
　食べることが好きな方、料理が好きな方、日頃、ご家庭で料理をしない方など、どなたでも大歓迎です。
この機会にぜひご参加ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症対策として、試食は実施せず、作ったものは持ち帰りとしますのでご了
承ください。

１　日　　時　　令和４年12月６日（火）　午後２時から午後３時30分まで
２　場　　所　　中央公民館　調理室
３　対　　象　　町内在住及び在勤の男性の方（定員16名）
４　内　　容　　・shikabe風簡単パエリア　　　・ぶり大根
　　　　　　　　・きゅうりとわかめの酢の物　　・季節の果物
　　　　　　　　※内容は変更になる場合があります。
５　持 ち 物　　エプロン、三角巾、マスク、手拭タオル、上履き、飲み物
６　参 加 料　　300円
７　申込期限　　令和４年11月22日（火）
※新型コロナウイルス感染症対策のため、教室中のマスク着用、咳エチケット、アルコールでの手指消毒を
　お願いします。

≪材料≫（２人分）

≪作り方≫

　保健福祉課では、体重が減ってきた、食事量が減ってきたなどの低栄養に関する個別の栄養相談を実施し
ています。ご希望の方はお気軽に、役場保健福祉課保健推進係（℡：７－5291）へご連絡ください。
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☆健康長寿に向けてフレイル予防☆
　いつまでも元気で自分らしい生活を送るためには「フレイル（虚弱）」を防ぐことが大切です。今回は、フ
レイル予防と関連している「低栄養予防」についてお知らせします。

　低栄養とは、生きていくために必要なエネルギーとたんぱく質が不
足している状態のことをいいます。
　働き世代は健康のため、食べすぎを防いで肥満を予防することが大
切です。しかし、年齢を重ねるにつれてものをうまく食べられなく
なったり、消化機能が落ちたり、さまざまな原因によって栄養や水分
を十分摂れなくなり、低栄養状態に陥りやすくなるため、注意が必要
です。
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◆11月のイベント予定（宮浜児童館）◆ 

鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェ鹿部町コミュニティカフェをご利用ください

コミュカフェ通信
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　救急カードには、住所・氏名・血液型
病歴・内服薬や緊急連絡先などを記入し、
専用の筒状の保管容器に入れて、冷蔵庫
のドアポケットに保管します。

　救急隊員などに救急カードを保管して
いることが一目でわかるよう、保管マー
クを冷蔵庫と玄関に貼ります。（冷蔵庫用
の保管マークはマグネット式、玄関用の
保管マークはシール式になっています。）

鹿部町地域包括支援センターからのおしらせ

≪救急カードとは≫
　救急カードとは、緊急時に必要な病歴や服薬などの情報を記入するものです。突然救急車を呼ば
なければならなくなった時に、救急隊からの質問に対して正確には答えることができない場合があ
ります。そんな時に、普段から緊急時に必要な情報を書いて保管しておく事により、救急時に搬送
者の状況を容易に把握する事ができ、スムーズな対応を図る事ができます。

【対象者】　①65歳以上の一人暮らしの方及び夫婦世帯
　　　　　　②障がいのある一人暮らしの方

救急カード 保管容器

保管マーク（冷蔵庫用） 保管マーク（玄関用）

　利用を希望される方は、役場保健福祉課地域包括支援係までお申込みください。申込
み後、保健福祉課の職員がご自宅を訪問し、救急カードの記入方法や保管方法について
説明します。
（救急カードを利用登録された方の情報は、役場から鹿部消防署へ情報提供します。）
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全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）とは？
　緊急地震速報やミサイル発射などの武力攻撃に関する緊急情報といった、対処に時間的余裕のない緊急
情報が消防庁から人工衛星を介して送信され、これを役場が受信し、防災行政無線（同報無線）を自動的に
起動して放送することにより、24時間体制で瞬時に緊急情報を町民の皆さんにお知らせするシステムです。

有事情報

消防庁
鹿部町役場

緊急地震速報
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　従来の来庁していただく方法に、『語らいオンライン町長室』と『語らい出前町長室』を加え、より利用
しやすい環境を整えました。
　また、開放予定日に限らず、公務などが入っていない日には、可能な限りご対応させていただきますので、
お気軽にお問い合わせください。
　なお、ご利用を希望される方は事前にお申し込みください。

※お問い合わせ先　役場総務・防災課　総務係（℡：７－２１１１）

■令和４年１１月の開放予定日　１１月２４日（木）　午前９時から午後７時まで



広報しかべ　令和４年11月号15

※申し込み・お問い合わせ先　役場企画振興課　広報広聴係（℡：７－５２９７）

　町広報誌は地域密着型の情報誌として、全戸に配付されているほか、町公式ホームページからも閲覧
することができます。広告利用のため掲載を希望される方は役場企画振興課へ申込みください。
　なお、広告掲載の詳細については以下のとおりとなります。

種類 規格 期間 広告料 申込方法 申込期限

広報しかべ

ページの下１段２分の１
（縦50mm×横85mm） 月号

単位

１回につき
5, 000円

１回につき
10, 000円

掲載申込書に
広告原稿を添えて

申込み

広報発行月号の
前月１日まで

ページの下１段
（縦50mm×横170mm）
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目　的

生活支援関連事業

※しかべ応援券配布事業など、生活支援と経済対策の両方にあてはまるものを含む。

※

※

２９９，９２１千円 ５６％

経済対策関連事業 ９９，１６３千円 １９％

感染防止対策事業 １３４，０９４千円 ２５％

総事業費 ５３３，１７８千円

事業費 構成割合

令和２年度から令和４年度までの合計（３年間）

令和３年度

生活支援関連事業 事業費：８１，５２９千円

・事 業 費：１０９，０８０千円
・財源内訳：１０１，９７０千円（地方創生臨時交付金）、１，９６７千円（その他国・道補助金）、
　　　　　　　　５，１４３千円（一般財源）

しかべ応援券配布事業、水道料金減免事業、
子育て世帯臨時特別給付金（所得超過世帯分）
給付事業

感染防止対策事業 事業費：１１，９２４千円

教育支援事業（オンライン学習環境整備、図書除菌備品購入、自動手洗器及び
給湯整備など）、公共施設整備事業（役場庁舎、各公共施設の感染予防、
避難所備品購入、消防用感染備品購入など）、コミュニティバス運行委託事業、
インフルエンザ予防接種助成事業

経済対策関連事業 事業費：１５，６２７千円

交通事業者支援事業、経営継続補助金活用者
支援事業（１次募集分）

令和４年度

生活支援関連事業 事業費：１０７，０２４千円

・事 業 費：１３８，４９０千円
・財源内訳：１１８，９１１千円（地方創生臨時交付金）、２，７３６千円（その他国・道補助金）、
　　　　　　　１６，８４３千円（一般財源）

しかべ応援券配布事業、水道料金減免事業、
高齢者世帯等地域生活支援事業

感染防止対策事業 事業費：２６，５３５千円

小中学校用電子黒板等購入事業、町税コンビニ収納事業、救急隊員感染症防止強化
事業、公共施設との情報通信体制整備事業、公共施設利用予約システム導入事業、
職員用タブレットパソコン購入事業

経済対策関連事業 事業費：４，９３１千円

交通事業者支援事業、経営継続補助金活用者
支援事業（２次募集分）

（事業が完了していないため、予定額を記載）
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令和２年度

　地方創生臨時交付金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止や感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援、家賃支援を含む事業継続
や雇用維持等への対応、「新しい生活様式」を踏まえた地域経済の活性化等への対応、ポストコロナに向
けた経済構造の転換・好循環の実現を通じた地方創生を図ることを目的として、地方公共団体が地域の実
情に応じてきめ細やかなに必要な事業を実施できるよう、令和２年度に創設されました。
　この地方創生臨時交付金は、新型コロナウイルス感染症への対応として必要な、主に以下を目的とした
事業であれば原則として使途に制限はありません。

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止策
・雇用の維持と事業の継続
・経済活動の回復
・強靭な経済構造の構築
・ポストコロナに向けた経済構造の転換及び好循環の実現
・ウィズコロナ下での社会活動の再開
・コロナ禍において物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援

　この地方創生臨時交付金を活用して、町が令和２年度から実施した新型コロナウイルス感染症対策事業
を紹介します。

生活支援関連事業 事業費：１１１，３６８千円

・事 業 費：２８５，６０８千円
・財源内訳：２６９，２８２千円（地方創生臨時交付金）、１３，９００千円（その他国・道補助金）、
　　　　　　　　２，４２６千円（一般財源）

商品券配布事業、しかべ応援券配布事業、水道料金減免事業、子育て世帯給付金事業、
ひとり親世帯給付金事業

経済対策関連事業 事業費：７８，６０５千円

事業者等緊急支援事業（漁業者、中小企業、医療機関・介護サービス関係事
業者、交通事業者）、水産業等へ支援事業（事業継続補助金、種苗購入支援、
カキ養殖試験事業、水産業人材育成支援）、プレミアム商品券販売事業

感染防止対策事業 事業費：９５，６３５千円

教育支援事業（オンライン学習環境整備、図書除菌備品購入、自動手洗器及
び給湯整備など）、公共施設整備事業（役場庁舎、各公共施設の感染予防、
避難所備品購入、消防用感染備品購入など）、コミュニティバス運行委託事
業、インフルエンザ予防接種助成事業
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